
財翻の仕事日本財務翻訳のご案内

外国人投資家比率の高まりや国際会計基準（IFRS）採用の動きなどから、日本でも
日英バイリンガルでの情報開示が必須とされる時代がすぐそこに来ています。上
場企業の情報開示文書の英訳に特化した日本財務翻訳株式会社は、すべての上場
企業が当たり前のように英文で情報開示を行なうことができる社会の実現を目指し
ています。英訳のスキルだけでなく、財務・会計・IRの経験とノウハウを活かした
制作体制を強みとし、早く、正しく、効率よく、そしてお客様の負担を増すことな
く、開示文書の英文化を支援したいと考えています。この「財翻の仕事」と題する
パンフレットでは、私たちのセールスポイントと具体的なサービス内容について紹
介しています。

日本財務翻訳株式会社
GS Group Company
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財翻のサービス機能・体制

私たち財翻は、

グローバル・ディスクロージャー・ソリューションの

インフラ提供会社です。

お客様

財翻研究部

㈱プロネクサス
ディスクロージャー

研究部

㈱ジェネラル
ソリューションズ

IR研究部

㈱ジェネラル
ソリューションズ
英文編集部

国際弁護士 公認会計士

オプション・チェック
企画・調査・助言

IR情報配信サービス

IR窓口代行サービス

資料・情報提供
セミナーの開催
コンサルティング

入校・出校・納品

SECURITY NET コーディネート
グループ
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私たちは、母国語と他言語によるディスクロージャー・ソリューションの専門会社として、単に翻訳やライ

ティングサービスだけでなく、関連実務のコンサルティング、資料・情報の提供、海外投資家に対するコン

テンツ配信機能などを整備した、インフラ提供会社です。

財務に精通したネイティブの翻訳者・ライターと日本人エディター並びにそれを支える専門研究機関との融

合で高品質の翻訳を実現。また、情報漏洩を防止するためのシステムを構築し、通信ネットワークや工程ご

とに隔離されたオフィスのファイアウォールはもとより、独自に開発したワークステーション内でのワンファ

イル作業管理、情報接触ログ管理、さらには天変地異・火災などの物理的なセキュリティ対策にも万全を期

し、総合的な品質保証体制を敷いています。

情報センター

データベース
過年度データ・文例・事例・慣例
同意語・専門用語・法令・通達

翻訳・ライティング
グループ

エディティング グループ
和英整合性チェック　ネイティブチェック
数値チェック　過去データ整合性チェック

固有名詞・専門用語チェック

DTPグループ
アンカー・チェック
タイプ・セッティング
レイアウト・チェック

ワークステーション
ワンファイルシステム
XBRL変換　作業ログ

バックアップ
サーバー

バックアップ
サーバー

バックアップ
サーバー

㈱プロネクサス
㈱ジェネラル ソリューションズ

&
両社子会社提供サービス

株主判明調査

ビジネスワイヤ
ブルームバーグ

QUICK
ファクティバ
キャピタルIQ

海外投資家

金融・IR情報配信サービス会社

進行管理
総合チェック 二

極
同
時
格
納

アクセス

英文受信情報の和訳

日本語返信情報の英訳

アクセス

アクセス

Firewall

Firewall

Firewall

Firewall Firewall



外注の金融翻訳者。
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私たちの特長

財翻は、ディスクロージャーの頼れるパートナー。お客さまのニーズ  

高品質ワークプロセス
各工程ごとに責任管理し、連携して作業を行います。
お客様の窓口となり進行管理や総合チェックを行なうコーディネー

トグループ、翻訳、ライティングを行なう翻訳・ライティンググ

ループ、プルーフリーディング、数値チェック、過去データ整合

性、文書内整合性などを行なうエディティンググループ、体裁の

土台づくりからオペレーション、デザイン展開までを担うDTPグ

ループ。それぞれのワークセクションで明確に役割を分担しつ

つ、相互に連携しながら制作を進めていきます。

スタッフひとりひとりが
ディスクロージャーの分野に精通しています。
各スタッフが財務会計から、会社法、金融商品取引法、国際会計基

準（IFRS）、そしてSECレギュレーションなどに幅広く精通しているた

め、開示資料としての勘所を心得た翻訳を安定して供給できます。

受注から納品まで、全ての工程で『ディスクロージャーに特化したスタッフ』を揃えているのが、Zaihonの強みです。

コーディネートグループ

翻訳・
ライティング
グループ

DTPグループ

エディティング
グループ

受注

受注

納品

納品

全ての工程で翻訳ターゲットのバック

グラウンドをきちんと踏まえた観点か

ら内容を判断して作業が行なえる。

たとえ複数回担当し手馴れたコー

ディネーターやチェッカーがいても、

本当の意味で内容や背景に精通して

いるとまでは言えないので、一歩踏

み込んだ判断までは難しい。

アタマが、専用。

コチラは、汎用。
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英語OK

英語NG

長期契約の専属。
もちろん内勤、もちろんネイティブ。

一般の大手翻訳会社
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に絶対の信頼でお応えします。

プロフェッショナル・ソリューション

高セキュリティ環境

ディスクロージャー実務や海外IRの専門家が
翻訳制作をサポートしています。
開示書類の作成、制度改正や法

令実務、企業ディスクロージャー

の実態に精通したプロネクサスの

ディスクロージャー研究部が、IR

セミナーの開催やIR実務資料お

よび開示物記載事例集の提供等

を通じて、スタッフの指導および

教育支援を行っています。また、

海外IR制作に国内有数の実績をもつジェネラル ソリューションズ

の英文編集部およびIR研究部が制作全般をサポートしています。

提携パートナーズとの協働により、
英文開示関連の調査・ご相談も承ります。
国際会計事務所、国際弁護士事務所、大手監査法人、預託銀行

およびマーケティングリサーチ会社などとの業務提携により、翻

訳だけでなく、英文開示についてのコンサルティング、市場調査

までトータルに承ります。SECレギュレーション関連では、「米国

SEC開示リスク・ソリューション・パッケージ」を提供しています。

データの受け渡しから管理・保全まで、安全性には万全
の体制を敷いています。
開示前情報など機密保持が要求される

データの受け渡しには、信頼性の高い

セキュリティネットワークを使用してい

ます。また外部からの侵入はもちろん、

万一の障害や災害等にも配慮し冗長性

をもたせたデータ管理システムを採用

しています。

入退出管理にセキュリティ認証を採用しています。
登録したメンバーだけが入退出できるセキュリティカードによる認

証システムを採用。さらにパスワードによるキーロックシステムも

併用するなど、二重三重の管理体制を敷いています。

英文開示の現場に即した
翻訳データベースを構築しています。
開示書類・財務資料から法令文書まで、膨大なプロジェクトの校

了データからテクニカルタームを抽出・編集し、さらに定型文は文

例集として蓄積。案件の種類や用途に応じたスピーディな引き出

しが可能で、的確で実践的な訳文の生成を容易にしています。

IR情報配信&IR窓口代行サービスへの展開も
推進しています。
財翻で翻訳したIR資料は、自社ホームページへの掲載だけはな

く、金融・IR情報配信サービス会社経由でダイレクトに海外に配

信。また海外投資家からの英文による問合せへの応対を財翻が

代行。財翻では、そうした翻訳だけに留まらない付加価値サービ

スへの展開も進めています。

開示前情報は「情報取得者リスト」で管理しています。
機密漏洩防止とワークプロセスのトレーサビリティ確保のために、

開示前情報に携わる全てのスタッフは、データ取得時に「情報取

得者リスト」への記入が義務付けられています。

定期的にセキュリティ研修会を実施しています。
情報管理に対する意識の向上を目的と

して、「インサイダー取引防止定期研

修」や「情報セキュリティ勉強会」など

の研修会を定期的に開催しています。こ

うした研修は、繁忙期の人員増強時に

も適宜行なうことで、制作関係者全員に

浸透するようプログラムされています。

Firewall

VPN

財翻wikiデータベース

プロネクサス
ディスクロージャー研究部提供
IR実務資料

情報セキュリティ勉強会
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財翻の商品ラインアップ

決算短信翻訳
 決算短信に関連する開示制度の変更やそれに伴う新規掲載内容に関する情報を事前に入手し、前もっ
て英文短信のひな形を作成することにより、決算短信特有の厳しい納期への対応と安定した品質での
納品を実現しています。また開示前の情報については情報取得者をすべて記録として残すなど厳重な
機密保持体制を敷いています。

株主総会招集通知翻訳
 法定開示文書である株主総会招集通知では、翻訳にも厳密さが求められます。正確な用語や誤解のな
い表現を用いることはもちろん、文書内の整合性にも注意を払い、完成度の高い英訳に努めています。
また和文作成と同時並行した状況下での作業でも、蓄積したノウハウの活用により、要所を押さえた柔
軟な対応とスムーズな進行管理を実現しています。

決算説明会資料翻訳
 決算説明会資料は、プレゼンテーションを前提とした文書であるため、短く簡潔な表現が好まれます。
財務やIRに習熟したスタッフを揃えた財翻では、省略された記述でもその裏側にある文脈や背景を踏
まえた的確な表現による文面の構成および編集が行なえ、投資家にきちんと届く英文資料を作成でき
ます。

英文財務諸表作成
 日本の会計基準で作成された財務諸表を海外用に展開する場合、勘定科目や数値の組み替え、注記
のリライトなどの作業が必要となる場合があります。財翻では、こうした英文財務諸表の作成も承って
います。

有価証券報告書翻訳
 有価証券報告書には決算短信にはない事業リスクの注記、設備投資計画、銀行借り入れの明細、そし
て年金資金の状況などの情報が記載されており、昨今投資家たちの間でも投資リスクを判断する情報
源としてその重要性が再認識されてきています。財翻では、有価証券報告書はもとより、四半期報告
書、臨時報告書、訂正報告書、発行登録書、訂正発行登録書、そして確認書等までさまざまな法定開
示文書の翻訳を承っています。

1.

2.

3.

4.

5.

開示資料の英文化



有価証券報告書

P1

P7

P2

P8

P3

P9

P4

P10

P5

P11

P6

P12

表紙
会社紹介

主要な
経営指標等の

5年推移

連結
貸借対照表
（資産）

連結
貸借対照表
（負債・資本）

連結
損益計算書

連結
株主資本等
変動計算書

連結
キャッシュ・
フロー
計算書

会社概要
投資家情報

ホームページ

会社案内
CSR報告書

セレクトページ （4ページ～ 変動可）
既に貴社がお持ちの和文コンテンツから、 

発信したい情報を予算に合わせてセレクトしていただきます。

連結財務諸表ページ （4ページ～ 変動可）
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Annual Select
アニュアル・セレクト
当該事業年度に発表したすべての開示書類から、情報をセレクト（取捨選択）した上で、グローバル
に通用する情報に再加工し、ウェブサイトでのPDF開示を実現させるサービスです。

財翻では、国内企業の皆さまから、日々、さまざまなお問い合わせをいただきます。とりわけ、「海外の
機関投資家やお取引先から、自社を説明できる英文の資料を求められるが、用途に応じた適切な資料
がない。」「自社の英語でのプレゼンテーション資料の必要性は理解しているが、コストを考えるといつ
も先送りになってしまう。」など、国内向けには各種のプレゼンテーション資料があるものの、グローバ
ルな視点からの海外向け資料は用意できていないというお悩みを持つ企業が数多く存在します。

n 既存の和文開示書類から、目的・予算
に合ったコンテンツをセレクトして作成
します。

有価証券報告書をベースに、決算短信、

招集通知、株主通信、ホームページ、プ

レスリリース、会社案内など、すでにご用

意されている和文コンテンツの情報をセレ

クトしていただくことで作成できます。つ

まり、新たに英文資料作成の手間を省くと

同時に、制作コストの削減が可能です。

6.

企画費用がかからない ！
作業負担が少ない ！
短納期での対応が可能 ！

n SECのFORM10-Kの体裁を参考に
作成します。

このアニュアル・セレクト（Annual Select）

は、基本的にお客さまのウェブサイト上で

開示していただく商品です。基本フォー

マットは、SECのFORM10-Kの体裁を参

考としていますが、画像やグラフなど、ご

支給いただくデータを挿入することも可

能です。

注）  和文、英文では文字量が変化するため、画像・
グラフなどの詳細な配置指定はお任せいただ
くこととなります。

Annual Select

ベーシックプラン ページ構成

※  基本的なページフロー図。P3からP6までのセレクトページはお客様のご予算・ご要望に合わせて内容、
ページ数を柔軟に変動させることができます。

A4サイズ、和文12ページをベーシックなプランとして、お客さまのニーズとコストに応じた
「英語化されたIRプレゼンテーション資料」を低コスト・短納期でご提供します。
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ディスクロージャーの潮流

英文資料のクォリティは、

企業経営の質を映し出す。

コロンビア大学卒業後約25年間日本に滞在。証券会社を経
て、日本経済新聞社、東洋経済新報社等でビジネス記事の編
集に従事。日本の経済・ビジネスに関する著書は10冊を数え
る。1995年に著した“Keiretsu”は、米国で“Best Business 
and Management Book of the Year”に選ばれた。会社設
立後、数多くの日本のトップ企業のグローバルサイトのコンサ
ルティングおよび制作に携わっている。

株式会社ラッセル・コミュニケーションズ
代表取締役社長
日本財務翻訳株式会社
社外アドバイザー

デビッド・ラッセル
プロフィール

私は、これまで20年にわたり、日本の有名大手企業数社と仕事

をする機会に恵まれ、そうした企業に対し良好な国際コミュニケー

ションの重要性を説き、必要な資料作成のお手伝いをしてきまし

た。英文によるIRおよびCSR関連の資料から米国のメジャー誌に

掲載する広告に至るまで、あらゆる媒体物の制作に共同で取り組

んだほか、CEOの英文スピーチ原稿の執筆も担当しました。おか

げで私は、各業界で世界を代表する企業、世界中からそのリー

ダーシップが期待される企業の多くに精通するようになりました。

このような過程で、一部の企業ではありますが、他の点では一流

なのにいまだに英語での広報への取り組みが不十分であること

を知り、驚くとともに残念に感じることが少なからずあります。ほ

んの一例ですが、ここにご紹介させていただきたいと思います。

数年前、日本では誰もが知る、ある大企業からコンサルティング

の依頼を受けました。この企業は、国際コミュニケーション、特

に私の専門分野であるグローバル IRの改善についてアドバイス

を求めていました。当然、私は海外投資家であれば誰もが最初

にするであろうことをしました。この企業のウェブサイトを訪れ

てみたのです。ウェブサイトには英語の間違いがあまりにも多く

数え切れないほどでしたので、私は本当に驚きました。わずか

1ページの中に〈business〉という単語のスペルが3種類も存在し

ていたのです。1つは正確なもの、もう1つは〈bussiness〉、そ

して〈bussness〉です。私は自分の目を疑いました。これが日本

で最も信頼され、かつ積極的に海外へのイメージアップを図って

いる企業なのです。

この企業とのコンサルティングでは、他にもいくつかのIR関連の

トピックについて話し合いましたが、結局はこの悲惨な英語の間

違いを指摘せざるを得ませんでした。重役の皆さんは私の指摘

に驚いていました。ウェブサイトを私がプリントアウトしたものを

丹念に見て、それが重大なミスであると認め、すべて修正すると

言いました。1年後、再び同じ企業からIRのフォローアップ会議

に招かれました。会議に備えて準備をしようと思い、英語のウェ

ブサイトを見たのですが、〈bussiness〉のスペルミスも含め何1

つ変わっていないのを見て、愕然としました。まったくそっくりそ

のままだったのです。後日、この件について重役の一人と個人的

に話した際、1年前に私が指摘した間違いを会社側は承知しては

いるものの、急いでウェブサイトの修正をするつもりはないと言

われました。その重役からは「結局、たかが英語でしょう。わが

社は有名企業です。いかに優れた企業なのか、外国人だってみ

んな知っていますよ。ウェブサイトにちょっとしたスペルミスがあっ

たって誰も気にしません」と言われました。

このような姿勢は、日本企業の内部に仕掛けられた時限爆弾のよ

うなものです。「たかが英語」や「海外投資家にとって、スペルミ

スや文法的な間違いは、いずれにしろ大した問題ではない」とい

うような考えは、非常に大きな間違いです。このような誤った認
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識によって、日本企業は今まで予想もしていなかった形の損害を

すでに被っているのです。

ご参考までに申し上げますが、上記の例として挙げた企業との最

初のミーティングから数ヵ月後、私はたまたまニューヨークにお

り、何人かのファンドマネージャーに会いました（ウォールストリー

トが日本企業のIRに実際何を求めているのかを継続的に把握する

ためには欠かせないことです）。そのうちの一人に例の企業の

ウェブサイトを見せました。株式投資で数十億ドルを動かしてい

る人物です。彼はひどい英語だなと笑ってから、まじめな顔をし

てこう告げました。「当社の投資アナリストの誰かが推奨したとし

ても、私だったらこの企業には投資しないでしょうね。」驚いて、

理由を訊きました。その答えがまだ私の頭から離れません。「定

評のある大企業であっても、〈business〉という単語すら正確に

スペルできないようでは、その企業が本当にまともな〈business〉

ができるのかと疑ってしまいますからね。」私は、詳しく話してく

れるよう頼みました。

このようなうっかりしたスペルミス程度の些細な間違いでも、投

資家にとっては危険信号だ、と彼は教えてくれました。企業のウェ

ブサイト、アニュアルレポート、その他のIR資料は、投資家とのコ

ミュニケーションのために、そして世界に向けて企業イメージを

発信するために、企業が作成するツールなのです。自社イメージ

の保護にあまり関心がないために、IR資料にひどい英語が使わ

れるのを許容するような企業であれば、他にも深刻な問題を抱え

ているに違いありません。結局のところ、企業が発信するものす

べて、とりわけ投資家向けのコミュニケーション・ツールの品質

管理は̶それがどの国の言葉で書かれていたとしても̶経営陣

の責任であると彼は言います。こういった粗雑なIRツールを作成

している企業は、粗悪な企業経営を露呈しているようなものです。

つまり、海外の投資家は企業の広報活動に英語上の誤りがあれ

ば、些末なことと笑って済ませてはくれないのです。むしろ投資

家たちは、そのような程度の低い仕事を世界中に発信することが

許される会社は、本社の品質管理体制もお粗末であるに違いない

と考えます。ましてや重要性の高いやりとりで品質管理ができて

いない場合には、経営陣に問題があるのは明らかです。

それなのに日本には不適切な英語、スペルミス、文法の誤りなど

があまりにも多く、日本企業はIRを本気でやる気があるのかと、

海外投資家たちは疑問を抱いてしまいます。

自社の企業名を間違えて表記し続けている大企業もあります̶

企業名の部分は正確なのに、最後にすべて大文字で〈CO.,LTD.〉

と表記しているのです。これは、かなり奇妙な感じがします。つ

いでに申し上げますと、〈Co.,〉と〈Ltd.〉の間にはスペースを入

れなければならないのに、それを怠っている企業が本当にたく

さんあります。スペースなしで〈Co.,Ltd.〉と書くのは、英語とし

てすごく変です。英語を母国語とする人が最初に感じるのは、「ど

うして上場企業が自社名の正確な英語表記の方法を知らないん

だろう?」という疑問です。置き換えて考えてみましょう。東証に

上場している外資系企業があって、〈株式会者〉と名乗っていた

ら、日本の投資家はとても驚くでしょう。日本ではこのような間

違いは考えられません。ところが、立派な日本の企業が英語でこ

れと同じレベルか時にはもっと深刻な間違いを犯しても、それが

自社の企業イメージをどれほど損なっているか、気づいていな

いのです。

ある大手電子機器会社の取締役が大変正直に「英語は飾り物に

すぎない」と語ってくれたことがあります。要するにほとんどの

企業は、ウェブサイト、アニュアルレポートやその他の資料にも、

できることなら英語を使いたくない、でも見栄えがよくなるから

やっているだけなのです。よりインターナショナルな企業である

ように見せるためです。

しかし、国際会計基準（IFRS）の適用が始まれば、日本企業も外

国語による情報開示レベルの改善が迫られることになります。英

文資料は、もはや〈飾り物〉どころではなくなるのです。高品質

の翻訳はすでにビジネスをする上で重要なツールとなっています

し、今後はその重要性がさらに増すでしょう。そうすると、安価

な翻訳で出費を抑えようとすることは、結局のところ、さまざま

な損害を被ることにつながるのです。

私が顧客に理解してほしいのは、正しい英語表記はオプションで

はなく、国際的なビジネスをするために必要不可欠なものだとい

うことです。別の言い方をすれば、ウェブサイト、アニュアルレ

ポート、投資家向けのFact Bookに質の低い英文を掲載するくら

いなら、まったく英語を使わないほうがまだましなのです。公開

するすべての資料が高品質であることは、企業の必須条件と言

えます。結局のところ、高品質な英文と粗悪な英文の作成コスト

の差は少額に過ぎませんが、その品質の差は海外の投資家、提

携企業、顧客、従業員、行政当局などが抱く企業イメージの大き

な違いとなって現れるのです。
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日本財務翻訳株式会社
常勤翻訳者
（翻訳経験　15年）

日本財務翻訳株式会社　アドバイザー
株式会社ジェネラル ソリューションズ
英文編集部　フィナンシャルライター
（翻訳経験　9年）

日本財務翻訳株式会社　アドバイザー
株式会社ジェネラル ソリューションズ
英文編集部　プルーフリーダー
（校正・校閲経験　10年）

日本財務翻訳株式会社　社外アドバイザー
公認会計士・税理士
佐々田公認会計士事務所　所長

ジェフ・トルーセロ

チャールス・ブルース

ジュリアン・ハーディ

佐々田　智子

財翻を支える経験豊かなプロフェッショナル

日本財務翻訳株式会社　取締役
株式会社ジェネラル ソリューションズ　執行役員
英文編集部 主席ライター
（翻訳経験　12年）

クレイグ・マグワイヤ

日本財務翻訳株式会社
財翻研究部　エグゼクティブ・マネージャー
株式会社プロネクサス、 
株式会社エーツーメディア出身

島内　譲治

日本財務翻訳株式会社　アドバイザー
株式会社ジェネラル ソリューションズ　執行役員
日本プロクシーガバナンス研究所　所長

吉岡　洋二



IR CONTENT DELIVERY PLATFORM

2009年11月11日

GSグループについてSS

速報性 /Timeliness

独自性 /Independence

確実性 /Accuracy

説明責任 /Accountability

Annual Report、株主通信、Fact Book などをはじ
めとするIRツールの制作支援をコアビジネスに、投
資家意識調査、IRメッセージの導出、各種説明会資
料の作成、社内向けIRコミュニケーション活動支援、
M&A 支援など、IR領域において幅広いサービスを
提供しています。特に、Annual Reportにおいて
は、顧客数、日経アニュアルレポートアワードにおけ
る入賞実績など、業界随一のパワーを誇ります。
〈株式会社ジェネラル ソリューションズ〉

決算短信、株主総会招集通知、有価証券報告書、ニュースリリース、英文財務諸
表の作成など、企業の「白モノ」IR・ディスクロージャー情報の英文翻訳・資料作成
をスピーディかつ確実に対応いたします。設立3年目ながら、IR関連翻訳の領域で
は、トップクラスの取引実績を持つまでに成長しています。

〈日本財務翻訳株式会社〉

株主総会の議決権行使助言サービスを中心に、コー
ポレート・ガバナンスの領域で、「議決権講師」の出
版、企業会員向け研究機関「プロクシー研究会」な
ど、投資家と企業の双方にサービスを提供していま
す。企業のガバナンス体制強化を支援するという独
自の発想が、多くの企業の皆さまから高い評価をい
ただくまでになっています。
〈日本プロクシーガバナンス研究所〉

インターネット時代のIR活動を支援するために、
webやモバイルのASPシステム、IRサイト構築、ネッ
ト証券や金融ベンダーへの情報配信、決算説明会な
どの動画撮影・配信など、総合型ネットIR支援サー
ビスを展開しています。ヘラクレス市場をはじめ、
中小型株で約35%の企業と取引しています。
〈コーポレートダイレクト株式会社〉

株式会社ジェネラル ソリューションズ
GSグループ本社:東京都港区海岸3-20-20 ヨコソーレインボータワー12F 〒108-0022

株式会社ジェネラル ソリューションズ  Tel: 03-5418-6001  http://www.generalsolutions.jp/

日本財務翻訳株式会社  Tel: 03-3798-3651  http://www.zaihon.co.jp/

日本プロクシーガバナンス研究所  Tel: 03-3798-5350  http://www.j-pg.jp/

コーポレートダイレクト株式会社  Tel: 03-5960-0380  http://www.c-direct.ne.jp/




